
（E
n

h
a

n
c

e
d　

O
il/G

a
s 

R
eco

very

）、「
原
油
／
ガ
ス
の

増
進
回
収
」
が
代
表
的
で
す
。
石

油
や
ガ
ス
を
、
地
下
の
圧
力
に
よ

る
自
噴
で
生
産
で
き
る
の
は
、
存

在
す
る
量
の
一
部
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

C
O
2

を
地
中
に
圧
入
し
油
田
や

ガ
ス
田
に
残
っ
た
石
油
や
ガ
ス
を

押
し
出
す
こ
と
で
生
産
量
を
増
や

せ
る
う
え
、
圧
入
し
た
一
部
の

C
O
2

を
地
中
に
そ
の
ま
ま
貯
留

で
き
ま
す
。
C
O
2ｰ

E
O
R
は
す

で
に
世
界
で
、
特
に
米
国
で
は
盛

ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
日
本
で
も

早
期
実
現
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

苫
小
牧
地
域
に
お
い
て
は
、
当
社

が
石
油
・
天
然
ガ
ス
を
生
産
中
の

勇
払
油
ガ
ス
田
で
、
E
O
R
/

E
G
R
の
実
現
可
能
性
が
あ
る
か

を
検
証
し
て
い
く
予
定
で
す
。
ま

た
、
同
時
に
C
O
2

を
地
中
に
貯

留
で
き
る
た
め
、
実
現
で
き
れ
ば

苫
小
牧
地
域
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
も
貢
献
で
き
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

C
C
U
S
の
必
要
性

　
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関

（
I
E
A
）
の「
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術

展
望
2
0
2
0
年
版
」（
E

 

T

 
P
 

2
0
2
0
）に
よ
る
と
、C
C
U
S

は
2
0
7
0
年
ま
で
の
C
O

2

削

減
量
累
計
の
15
%
を
担
う
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
お
り
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
時
に
は
年
間

約
69
億
ト
ン
の
C
O

2
削
減
に
寄

与
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
C
C
U
S
は

2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
実
現
、C
O

2

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
化
へ
大
き
な
役
割
を
果
た

す
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
セ
メ
ン
ト
や
鉄
鋼
業
、
化

学
工
業
な
ど
は
、
各
業
界
の
努
力

の
み
で
は
C
O

2
排
出
量
の
大
幅

な
削
減
が
困
難
な
産
業
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

産
業
に
お
い
て
、
C
C
U
S
は

C
O

2
実
質
排
出
量
の
大
幅
な
削

減
に
貢
献
で
き
る
手
段
の
一
つ
に

な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

C
C
U
S
社
会
実
装
の

可
能
性

　
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
日
本

に
お
い
て
は
、
C
O

2
の
地
下
貯
留
、

C
C
S
を
事
業
化
す
る
た
め
に
は
、

社
会
受
容
性
の
獲
得
の
み
な
ら
ず
、

法
制
度
や
制
度
設
計
を
含
む
、
民

間
企
業
が
参
入
し
や
す
い
環
境
の

整
備
が
必
要
で
す
。
ま
ず
、
現
在

は
C
C
S
実
施
の
根
拠
と
な
る
事

業
法
が
な
く
、
C
O

2
を
地
中
貯

留
す
る
際
の
土
地
利
用
に
お
け
る

権
利
関
係
な
ど
が
明
確
で
は
な
い

状
況
で
す
。

　
炭
素
税
や
排
出
量
取
引
を
は
じ

め
と
す
る
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン

グ
の
制
度
も
未
整
備
で
す
。
ま
た
、

C
C
S
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
も
確

立
し
て
い
な
い
た
め
、
事
業
の
た

め
の
資
金
調
達
が
難
し
く
、
関
係

者
間
の
費
用
分
担
に
つ
い
て
も
社

会
的
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
他
、
貯
留
適

地
の
選
定
、
C
O

2
の
分
離
・
回
収
、

輸
送
、
圧
入
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
各

段
階
で
の
コ
ス
ト
削
減
も
重
要
で

す
。
こ
れ
ら
の
C
C
S
実
現
に
必

要
な
要
素
が
そ
ろ
う
こ
と
で
、

C
C
U
や
C
C
U
S
の
実
現
へ
の

動
き
も
さ
ら
に
加
速
し
て
い
く
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
苫
小
牧
地
域
で
は
今

年
の
3
月
か
ら
、「
苫
小
牧
を
拠
点

と
す
る
産
業
間
連
携
調
査
」が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
当
社

が
デ
ロ
イ
ト 

ト
ー
マ
ツ 

コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
合
同
会
社
と
と
も
に
、

国
立
研
究
開
発
法
人
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構

（
N
E
D
O
）
の
公
募
事
業
で
あ
る

「
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
に
お
け
る
産

業
間
連
携
を
活
用
し
た
カ
ー
ボ
ン

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
実
現
可
能
性

調
査
」
を
受
託
し
た
も
の
で
、
苫

小
牧
市
と
苫
小
牧
港
を
拠
点
に
、

都
市
全
体
の
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

化
に
資
す
る
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク

ル
事
業
の
産
業
間
連
携
に
よ
る
組

成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
8
月
ま

で
の
間
は
、
受
託
し
た
2
社
で
、

苫
小
牧
周
辺
に
立
地
す
る
工
場
な

ど
で
利
用
も
し
く
は
排
出
さ
れ
る

電
力
・
熱
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
バ

ラ
ン
ス
や
C
O

2
な
ど
の
マ
テ
リ

ア
ル
バ
ラ
ン
ス
の
分
析
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
今
年
9

月
に
は
、
苫
小
牧
地
域
に
お
け
る

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
シ

ナ
リ
オ
の
具
体
化
に
向
け
た
官
民

の
議
論
の
場
と
し
て
、「
苫
小
牧
産

業
間
連
携
検
討
会
議
」
を
設
置
し

ま
し
た
。
苫
小
牧
市
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
官
庁
、
関
係
団
体
、
民

間
企
業
な
ど
30
を
超
え
る
関
係
先

が
参
加
し
、
苫
小
牧
地
域
に
お
け

る
C
O

2
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
化

の
将
来
像
を
描
く
と
と
も
に
、
そ

の
実
現
に
向
け
、
カ
ー
ボ
ン
リ
サ

イ
ク
ル
技
術
導
入
に
よ
る
C
O

2

の
燃
料
、
化
成
品
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
な
ど
へ
の
利
用
や
輸
送
を
テ
ー

マ
に
議
論
し
て
い
ま
す
。
検
討
会

議
の
議
論
結
果
は
来
年
3
月
を
め

ど
に
と
り
ま
と
め
、
産
業
間
連
携

組
成
に
向
け
さ
ら
な
る
議
論
に
つ

な
げ
て
い
く
予
定
で
す
。

　
2
0
2
1
年
8
月
24
日
、
苫
小

牧
市
は「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」

へ
挑
戦
す
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
し

た
。
苫
小
牧
地
域
は
油
ガ
ス
田
、

製
油
所
、
火
力
発
電
所
、
空
港
、

製
造
業
に
加
え
、
バ
イ
オ
マ
ス
産

業
や
C
C
S
実
証
試
験
セ
ン
タ
ー

な
ど
が
立
地
し
、
C
O

2
の
排
出
・

回
収
・
利
用
に
関
わ
る
主
要
な
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
が
集
約
さ
れ
て

い
る
国
内
唯
一
の
港
湾
で
す
。
こ

う
し
た
条
件
が
そ
ろ
う
苫
小
牧
地

域
で
C
C
U
S
を
実
現
す
る
こ
と

は
、
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
た

C
O

2
排
出
量
の
削
減
に
大
き
く

寄
与
で
き
る
も
の
で
す
。
カ
ー
ボ

ン
リ
サ
イ
ク
ル
実
証
拠
点
の
苫
小

牧
を
国
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

よ
う
、
当
社
の
勇
払
油
ガ
ス
田
の

活
用
の
検
討
や
、
産
業
間
連
携
組

成
を
目
指
し
た
調
査
を
通
じ
た
貢

献
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今

後
の
展
開
に
、
ど
う
ぞ
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
は

　
地
球
温
暖
化
の
急
速
な
拡
大
を

受
け
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向

け
た
世
界
規
模
の
取
り
組
み
が
加

速
し
て
い
ま
す
。
菅
前
総
理
大
臣

は
2
0
2
0
年
10
月
の
臨
時
国
会

で
「
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
」
を
行
い
ま

し
た
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

と
は
、
二
酸
化
炭
素
（
C
O
2
）

を
は
じ
め
と
す
る
温
室
効
果
ガ
ス

（
G
H
G
）
排
出
量
か
ら
森
林
吸
収

や
排
出
量
取
引
な
ど
で
吸
収
さ
れ

る
量
や
除
去
さ
れ
る
量
を
相
殺
し
、

合
計
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
で
す
。 

2
0
2
1
年
1
月
20
日
時
点
で
、

日
本
を
含
む
1
2
4
カ
国
と
1
地

域
が
2
0
5
0
年
ま
で
の
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
を
表
明
し

て
い
ま
す
。

　
日
本
に
お
い
て
は
、
経
済
産
業

省
が
2
0
2
0
年
12
月
に
策
定
し

た
「
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
伴
う
グ
リ
ー
ン

成
長
戦
略
」に
よ
る
と
、2
0
1
8

年
に
は
電
力
・
非
電
力
部
門
合
計

で
10
・
6
億
ト
ン
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

起
源
の
C
O
2
を
排
出
し
て
い
ま

す
。
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
の
た
め
に
は
、

G
H
G
排
出
量
の
削
減
を
さ
ら
に

強
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
C
O
2

の
実
質
的
な
排
出
量
を
減
ら
す
方

法
の
一
つ
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

る
の
が
、
C
C
U
S
で
す
。

　
本
記
事
で
は
C
C
U
S
の
基
本

を
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

C
C
U
S
っ
て
な
に
？

　
C
C
U
S
と
は
、「C

arb
o

n

 

dioxide Capture, U
tilization, 

and Storage

」の
略
で
、日
本
語

で
は
「
二
酸
化
炭
素
の
分
離
・
回

収
・
有
効
活
用
・
貯
留
」
と
い
う

意
味
で
す
。
そ
し
て
C
C
U
S
は
、

C
C
U
と
C
C
S
を
合
わ
せ
た
も

の
で
す
。
ま
ず
は
こ
れ
ら
を
順
に

説
明
し
て
い
き
ま
す
。

　
C
C
U
は
、「C

a
r

b
o

n

 

d
io

x
id

e

 C
a

p
tu

re

 a
n

d 

U
tilizatio

n

」、C
O

2
の
分
離
・

回
収
・
有
効
活
用
の
こ
と
で
、

C
O
2

を
燃
料
や
化
学
製
品
な
ど

の
原
料
な
ど
と
し
て
利
用
す
る
方

法
で
す
。
代
表
的
な
も
の
の
一
つ

に
合
成
燃
料
が
あ
り
ま
す
。

C
O
2

と
水
素
（
H
2

）
を
合
成
し

て
製
造
す
る
燃
料
の
こ
と
で
、
気

体
合
成
燃
料
と
液
体
合
成
燃
料
が

あ
り
ま
す
。
気
体
の
も
の
は
メ
タ

ン
（
C
H

4
）
で
、
メ
タ
ン
を
製

造
す
る
過
程
で
あ
る
、
C
O
2

と

H
2

の
反
応
を
メ
タ
ネ
ー
シ
ョ
ン

と
呼
び
ま
す
。
メ
タ
ン
は
供
給
な

ど
に
既
存
の
都
市
ガ
ス
イ
ン
フ
ラ

を
活
用
で
き
る
た
め
、
追
加
コ
ス

ト
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

液
体
の
も
の
と
し
て
は
、
ナ
フ
サ

や
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
、
ジ
ェ
ッ
ト

燃
料
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
さ

ら
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

利
用
し
て
製
造
し
た
水
素
を
使
用

す
る
こ
と
で
、
C
O
2

フ
リ
ー
の

燃
料
と
し
て
の
役
割
も
期
待
で
き

ま
す
。
こ
れ
ら
の
合
成
燃
料
を
自

動
車
や
航
空
機
、
船
舶
な
ど
の
燃

料
に
利
用
す
れ
ば
、
C
O
2

排
出

量
を
削
減
で
き
ま
す
。

　
次
に
、
苫
小
牧
で
は
ご
存
じ
の

方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

C
C
S
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

C
C
S
と
は
、「C

a
r

b
o

n

 

d
io

x
id

e

 C
a

p
tu

re
 a

n
d 

S
to

rag
e

」の
略
で
、C
O
2

の
分

離
・
回
収
・
貯
留
を
意
味
し
ま

す
。
経
済
産
業
省
の
公
募
「
平
成

24
年
度
二
酸
化
炭
素
削
減
技
術
実

証
試
験
事
業
（
国
庫
債
務
負
担
行

為
に
係
る
も
の
）」
の
委
託
先
と
し

て
選
定
さ
れ
た
日
本
C
C
S
調
査

株
式
会
社（
J
C
C
S
）
が
、

2
0
1
2
年
度
に
苫
小
牧
で
の

C
C
S
実
証
試
験
を
開
始
し
ま
し

た
。
ま
た
J
C
C
S
は
、2
0
1
8

年
度
か
ら
は
国
立
研
究
開
発
法
人

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合

開
発
機
構
（
N
E
D
O
）
の

「
C
C
S
研
究
開
発
・
実
証
関
連

事
業
／
苫
小
牧
に
お
け
る
C
C
S

大
規
模
実
証
試
験
」
を
受
託
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
一
連
の
受
託
事

業
は
、
日
本
初
の
大
規
模
C
C
S

実
証
試
験
と
し
て
、
2
0
1
6
年

4
月
に
年
間
10
万
ト
ン
規
模
の

C
O
2

圧
入
を
開
始
、
2
0
1
9

年
11
月
22
日
に
目
標
で
あ
る

C
O
2

累
計
圧
入
量
30
万
ト
ン
を

達
成
し
、
圧
入
を
停
止
し
ま
し

た
。
現
在
は
、
C
O
2

が
安
全
に

貯
留
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
た
め
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
継
続

し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
C
C
U
S
で
す
。
C
O
2

の
有
効
活
用
と
貯
留
ま
で
を
組
み

合
わ
せ
た
C
C
U
S
と
し
て
は
、

C
O
2

ｰ

E
O
R
/
E
G
R
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